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 学びの芽は、毎日の暮らしの中に ～「自分の頭で考える力」と「人から学ぶ力」～ 

校長 坂本 友美 

 校内を回っていると、日々、子どもたちの何気ない姿に心があたたかくなることや感心することが

たくさんあります。 
 

朝は玄関前で子どもたちを迎え挨拶を交わしていますが、立ち止まって私の目を見ながら、「おは

ようございます！」と、元気よく挨拶を返してくれる子もいれば、丁寧に会釈をしてくれる子もいま

す。中には、私が違う方向を向いていても、後ろから「校長先生、おはようございます！」と声を掛

けてくれる子もいます。そんなとき私は、「自分から声を掛けてくれて、とっても嬉しいな。」「今

日も明るい声に元気をもらったよ。ありがとう。」と、できるだけ言葉を返すようにしています。 

すると、その様子を近くで見ていた他の子が、次々と自分から「おはようございます！」と声を掛

けてくれることがあります。ほんの一瞬で、人の姿や言葉をキャッチして、自分の行動に繋げてい

る・・・・私は、このような日々の小さな場面にも、子どもたちの成長の芽があると感じています。 
 

そこで思い出すのが、「同じ勉強をしていて違いがあるのは、日常から頭を働かせているか、いな

いかによる」という、本で読んだある教育者の言葉です。毎日、同じ教室で学んでいる子どもたち。

その学びを『自分の力』として身に付けたり伸ばしたりしていけるかどうかは、日頃から「なぜだろ

う」「どうしたらいいかな」「これは参考にできるかも」と、自分の頭で考えたり学んだりする習慣

を重ねているかどうかに深く関係しているというのです。 

確かに、授業だけで『考える力』や『行動する力』が育つわけではありません。登下校で見付けた

草花や虫、ニュースで見聞きした出来事、家族との会話、読書や遊びなど、日常のあらゆる場面に「考

えるきっかけ」はあります。そうした積み重ねが、学習への意欲や理解の深まりに繋がっていくので

はないでしょうか。 

また、「自分で考える」「自分で学ぶ」とは、一人で答えを見付けることだけではありません。朝

の挨拶のエピソードのように、友達や先生、家族など周囲の人の姿や考えに目を向け、「なるほど、

そんなやり方もあるのか」と気付いたり取り入れたりすることも、とても大切な学びです。 

本校の目指す学校の姿である『思いを伝え 行動する子が育つ学校』の実現に向けても、「自分の

頭で考えること」とともに、「人から学ぶこと」は、欠かすことのできない大切な力です。ですから、

子ども自身が、自分の頭で考え気付きを生んだり周囲に目を向けたりしながら、豊かに成長していけ

るよう、学校と家庭が手を携えて育んでいきたいと思っております。 
 

明日からの夏休みは、お子さんと触れ合う時間も多くなることと思います。親子で交わす様々な会

話の中でも、『考える力』は育まれます。ご家庭でも、ぜひ、答えをすぐに教えるのではなく、「あ

なたはどう思う？」「どうしてそう考えたの？」と、お子さんの考えを引き出したり広げたりする関

わり方を大切にしていただければと思います。 

有意義な夏休みを過ごした子どもたちと、２学期の始業式に、元気な顔で再会できることを楽しみ

にしています。 
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８月の行事予定 

日 曜  

１ 土 夏季休業期間（８月２３日まで） 

２ 日  

３ 月  

４ 火  

５ 水  

６ 木  

７ 金  

８ 土  

９ 日  

１０ 月 夏季休校日 

１１ 火 山の日 

１２ 水 夏季休校日 

１３ 木 夏季休校日 

１４ 金 夏季休校日 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月  

１８ 火 さっぽろっ子サミット 

１９ 水  

２０ 木  

２１ 金  

２２ 土  

２３ 日  

２４ 月 
２学期始業式 長期休業明け特別日課 給食あり４時間授業 下校１３：１０ 
夏休み図書返本週間 

２５ 火 長期休業明け特別日課 給食あり４時間授業 下校１３：１０ 

２６ 水 長期休業明け特別日課 給食あり４時間授業 下校１３：１０ 

２７ 木 長期休業明け特別日課 給食あり４時間授業 下校１３：１０ 

２８ 金 通常日課再開 ５時間授業 下校１４：２５ 

２９ 土  

３０ 日  

３１ 月 児童委員会  ふれあい中休み参観（１年・６年） 

８月１０日（月）～８月１４日（金）の期間、学

校は、休校期間となっております。緊急の連

絡などは、学校メールにお願いします。 

hiraokakoen-e@sapporo-c.ed.jp 



夏休みの生活に向けて ７月２５日（土）～８月２３日（日） 

明日から、夏季休業に入ります。普段とは違う経験、体験を通して、子どもたちの日々が充実したものに

なることを願っています。また、本日「楽しい夏休みにするために」という表題のプリントを配付しました。楽し

く夏休みを過ごすためにも、児童に関わる事件・事故について一層気を付けるよう、学校で指導して配付し

ております。ご家庭でも、以下の点については特にお子さんと話をするようにお願いします。 

 

【熱中症】 

〇引き続き暑い日が続きます。外出時や運動をする時は、喉の渇きに関わらず水分・塩分補給をするように

声掛けお願いします。 

【交通事故】 

〇横断歩道の渡り方など、基本的な交通ルールのマナーを確認するようにお願いします。また、自転車の利

用は、被害者にも加害者にもなる可能性があります。十分気を付けるようにしてください。 

【水難事故】 

〇今年は、全国で水難事故が多発しています。「海」や「川」など水遊びをする際には、以下の点に気を付

けるようにしてください。（政府広報オンラインより） 

・「立入禁止」の場所には近づかない。 

・体調が悪いときは無理をしない。 

・単独行動を避ける。 

・子どもから目を離さない。 

・ライフジャケットの常時着用。 

【不審者】 

〇「いかのおすし」を合言葉にした行動や、一人での行動をできるだけ避けるなど、自分の身を自分で守る

行動を確認お願いします。 

【インターネットの利用】 

〇インターネットやＳＮＳなどについては、トラブルや犯罪に巻き込まれないよう保護者の管理のもとで利用

するようお願いいたします。また、タブレットやスマホを長時間見ることによって「内斜視」の症状が見られ

る事例が増えているそうです。「機器との近さ」や「使用時間」に十分にご注意ください。 

【その他】 

〇危険が多い場所やお金を使用する場所に子どもだけで行くことは望ましくないと考えています。児童だけ

での、「金銭の使用」、「校区外への外出」などを行う場合については、御家庭の判断の上、安全面や公

共のルール・マナーについての十分なご指導をよろしくお願いいたします。 

〇校区内外問わず、出かける時は家族の人に場所を伝えます。帰宅時刻は午後5時が目安になっています。

長期休み期間中も、行き先と帰宅時刻をご家族で共有するようお願いいたします。 

 

長期休み明け特別日課について ８月２４日（月）～８月２７日（木） 

児童が長期休み明けの学校に少しずつ慣れていけるように特別日課を取り入れています。始業式から４

日間は、給食有りの４時間授業となり、下校時刻は、１３時１０分頃です。ご確認ください。 

 

3・4年生 火曜日の 6時間授業について 

１学期間は 3・4年生の火曜日を 5時間授業と設定していました。新学年になり様々な環境が変わり、学

習時間が増えることへの負担を減らすためです。2学期、９月１日（火）からは、３・４年生は 6時間授業とな

ります。３・４年生は火曜日の下校時刻も変更となり、１５時１５分頃です。ご確認ください。 

 



令和８年度平岡公園小学校運動会について 

■２学年ブロックごとの分散開催 

近年の気温上昇に伴い、長時間の屋外活動による児童の体調不良が懸念されるようになってきました。

本校では、児童の健康と安全を最優先に考慮し、熱中症予防の観点から「ブロックごとの分散開催」として

います。屋外で待つ時間を短くし、安全管理がよりきめ細かく行えるように、競技開始予定時刻を待たずに

プログラムを進めていきます。 

ブロック開催に伴い、立ち見専用の発表学年優先スペースを設けます。前方の方はしゃがむなど、譲り合

って観覧してください。 

■表現交流日の設定 

運動会当日は、全校児童がグラウンドには集まらないので、運動会前に『表現交流日』を設定し児童同

士が「エイサー」「はねこ」「よさこい」を見合う時間を設けます。 

■全学年同時登校、時差下校 

運動会当日の登校時間は、全学年同じとなります。下校時刻は、各ブロックの運動会終了後となります。

途中雨天時の場合等、振替休業日の対応が難しくなるため、時差登校ではなく、時差下校としています。 

■競技内容について 

「短距離走」「表現」「団体競技」を行います。「団体競技」については、日常の体育の学習を大切に、各

学年でリレーを行います。どの学年も、ひとりではできないリレーの楽しさや喜びを味わうことを目指します。 

 

時程や会場図などの詳細については、9月発行予定の、学校だより運動会特別号に記載する予定です。

そちらをご確認ください。 


